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左ページ上の４行からの翻訳です。ただし、この訳は文章とした場合であり、単語列と
考えた場合は、それぞれ分離された単語になります。その場合は国の並びのようです。

faatsb aatpaab sansb badaum qaatdaumb aadaftdaum badaum k aatb
フアアト国は交易人を集めてサン国とし、家毎に小さくない国民だった。幾らか貧しい
家は軒並み後に人が増え、

badasand aatfbatsb dafbab nadadafdaktttb
争い毎にフバツ国を加えた。豊かな領土は小さく無く豊かで強く人を増やした。

k batb qaatdaum battb natfb battb dafaadaum aaum battb sand
後に変化して、小さく無い家は多くの国になり、それぞれの良い人が多くの国とした。
貧しい家は幾らかの希望で多くの国の国土となった。

batdasb nadaqdaum anr aadar aatdafb dafb
バツダ国は自立の無い家で、蓄えは所有農地だった。豊かな人が増えて争った。

bada aadaqar kdar aadar aatqb sand sar aind
契約の幾らか自立した土地は後の土地で、所有農地に地域を加えた。国土のボスは
中央だった。

bftb fdaum aatttf aadata k azi
新しい国は良い家がやや良い家の集まりを加え後が可能だった。

saattb nadaqatb aabsb
大半の国は費用のいらない国のアアブ国であった。

次は内サークルの内部です。中央部の文字は次の通りです。

dafdasaum dapaadaumsz
しっかりした指導者 多くの家の集まりになった

rdaar bqtdaum sardaum saumb
周りの小さな土地は古くない家で、ボスの家に集まった人々

k daumand qatb daumtqttb sb
後の家だが防衛したダウムクアトブ国

bqtdaum fattpaab sar
古くない家は遠い集まりが僅かなだけ集まった土地
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中央の小さな円の円周文字です。左下から時計回りです。

bqttdaum daqdakb daqaab daqdaum aadaqab daqtdaaatb daum bqaid dafair dar dardaum
darqtttb daumqttdaumb
古い集まりの家は自立を小さく維持し、自立が全ての自立家は、他で生まれた国で、
統治が小さく集まった国だった。家は古い支援で、豊かな場所の農地は農地が家だった。農
地が小さく集まった国は家も小さく集まった国民だった。

中央部かららせん状に文字が、8列あります。左上から反時計回りです。
この部分は文字の判別がつきません。大体次のような文章です。

(1) bsanum daum aatq daqaabs

(2) daaatb aatqaab sqtttz aattqtb faatqtaatb kand

(3) baattda qtb nadaqaum daqttz

(4) nadaqtdasb daqttb aatqaab aaqab daqaumdasb aatsb

(5) badaqaaab batqb daqdaumtaab daqdaumsazi

(6) daqtaum aatdasb nadadaqttb datttqb ttdasb daqaasb daqda daqdak

(7) * bum aasaium kdattqdaum daqtdasb

(8) daaatdaum nadattb qtdasb aatdaqb daqttb aadasb sb daftaab

外側の円周には長い文字があります。左の□からスタートで時計回りです。

□　 daqb dafaum ttk aadafb aatsar dafaasb

k ar datqand daftdaum sar aatb sair nadattdaqand

dafaatb saum aatqb bqtk bdaqtz

k daum ab bqdattk bfb sb sb aadasb dafdaumdaumttk

daqb sar nadafttb dafttb aattb qdasar sar battsb

battk sand dafttdaaumb dafttdakdaum

daum daqdaum daumktb fdaum aatdaum daqttb

aadatqaattb daqaab nadaqaabab saadaum aabatq □

大体このような文章ですが、残念ながら文字の判別がつかない部分がありますので、
現状では解読困難です。
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中央ページの輪の外上に書かれている部分を説明します。ただし、この訳も文章とした
場合であり、単語列と考えた場合は、それぞれ分離された国の並びのようです。

fttdasb bafatb pbatdasb badafab bqtdasb basb badaf bfaab
フツツダ国は遠い国に従い、プバトダ国は広い人に従い、ブクトダ国・バ国は豊かさに
従い新しいだけだった。

saaand batb sattsb nadaqttb baqatb saum sb battftb saum sb
様々だが変化したスアアツツ国は統治の無い国で、多くの小さく無い国にボスがいる
国だった。多くが無くなった国はスアウム国だった。

nadatttb batqttb baqttb k aumaatb fab baftdasb nadaqttdasb sazi
小さく無く集まった国は多くの小さく無い国で、周りに希望の人が増え、遠い人が
バフトダ国・ナダフツツダ国として集める事ができた。

daqttb batdab qtdata baattfb daqtdasb batb nadaqtb adata aatqdasb
統治国は多くの人々で狭くない家だった。纏めて合流したダクトダ国は変化し、
無自立国となり幾らかの家はアアトクダ国と成った。

k aatdak kttqtb daqtb aadasb daqtdak aatda kaumar da aumatsz
後に強さを増し多くの小さな国が自立国のアアダ国となった。

統治は強く小さく加え、領地の土地は小さく希望が定まった。

もし仮にこの文章が単語列と考えた場合は、次のような国名や地名列になります。

フツツダ国　側に遠い国　プバトダ国　側に広い人　ブクトダ国　バ国　側に豊かな白人

様々な側の国　スアアツツ国　統治の無い国　多くの小さく無い国　サウム国
側に集まった良い国　スアウム国

小さく無く集まった国　多くの小さく無い国　周りにやや希望の国　遠い人
バフトダ国　ナダフツツダ国　集まりが大きくなった所

統治国　多くの人々　狭くない家　纏めて合流　ダクトダ国　多くの人
無自立国　幾らかの家　アアトクダ国

強いクアアト　多くの小さな国　自立国のアアダ国
統治が強い所　幾らか沢山　領地の土地　小さなアウムアア国
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次は中央ページの中サークルの部分です。

中央から放射状に12行の文字があります。

これは地域の特徴紹介と考えられます。

更に円周上に文字があります。

いずれもスタートは左上とし時計回りです。

(1) bqtttpadaum bpttb (2) aadafttb sarb

(3) daftb saumar (4) dafdaktb karb

(5) bbatkak ar bab (6) kdafak aatfb

(7) daftdabk dararaumb (8) bftdasb aafab

(9) dafttdak aumaziaab (10) dafaasb aatfaum

(11) dasair aasb and (12) saatsaum sand

次はその円周文字です。

daqtdasand bqttdasb baksb bab daqttb saumaatk
統治の争いは、ブクツツダ国とバク国にあり、領土の統治国は指導者が幾らかの方向だった。

daqdar aatqb dafttk daftb sb dafaatdab 
自立農地は地区を加えて豊かな契約でダフツブ国となり、豊かに人々を加えた。

bftdasb aatftsb aatsasb aattfattb
ブフトダ国・アアトフト国・アアトスア国は幾らかまとまった遠くない国であった。

dafbaasb dafttb pattdasb daftb aaqtb sand aatb 
ダフブアア国は貧しい国でパアツツダ国は豊かな国だった。
幾らかの小さな国の国土に人が増えた。

sanr dafttbk kar daqattb sdaraab daqaab 
日光は貧しい国にあり、後に周りの土地は費用のいらない国になり、
ボスは全て自立的だった。

nadaqttaab saum aab aadaqtttb karb
無自立の集まりは全て指導者が全てであり、幾らかの自立が集まった国は後に生まれた。
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右ページです。中心から放射状に８行の文字列が見えます。

スタートはいつもの様に左上とします。
二重線で区切りを示しているようです。
後日の記載の様ですが、そこから時計回りです。

北西 sair paatfb sb 日差しが僅かのアアトフブ国

北 kair ardab k dar 借りた土地や家を後に農地に

北東 dafttdak ararb 大変若い土地が生まれた

東 daqt aasar aum 統治が幾らかのボスの希望

南東 dafdaum aatk dafatab 豊かな家の幾らかの方向は豊かな人々

南 daqttb aatq aatqtbk 統治国が幾らかでき後の為小さく無く加えた

南西 sar batk badaqtb ボスは方向に従い自立国に従う

西 daftdasaid kazi 貧しい出入りの支援が周りにできた

右側の円の外周に二行書かれています。
サークル文字はそれぞれの左上の区切り線から時計回りです。

(外側)

batk daumqttb batb aafttb battumb batk bttz badaqtdaumumk ttk anr
指示に従い家が小さく無い国は変化した。合流し集まった人は集まりの様々な人に従い
指示に従った。人はその時の統治家に従い色々な後に、契約の資産とした。

daum aadaand bqttbqttb batk aadaftb b qttb batk and daqtbfttb fadasb
家はやや小さいが古くない国では小さく無い国だった。指示に従ったやや豊かな国の
古くない国は、指示には従ったが、統治の新しくない国でフアダ国だった。

aatkdaqttdaftdasb aadaqab dafdaum daqtdasb batdak aaqdaraab sb sb
幾らかの指示は統治の多いフトダ国にもあり、幾らかの支払いで豊かな家だった。
ダクトダ国は大変強く活発な農地だけで、次々と国が増えたが、

batfb dafttb sair aadaftsb aatb saum sand sdaqttb
多くの良い人は貧しい国だった。日の当たるアアダフト国に人が増え、指導者の長老は
統治国を集めた。
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(内側)

aatar k dafttb said sbaatqab dafttdak daftdaum daqtdak daqttdasb
土地を増やした後貧しい国の長老は、国を震わせ、大変若い貧しい家を強く統治した。
ダクツツダ国は、

bada bftdas dafttdaum daqttdak dar aadak dar daqada aid
悪くて新しくない出入りの若い家に強く統治された。農地は幾らか強く、
農地には費用を少なく手当した。

aadaum bqttb batda k aatdatqttb
幾らかの家は古くない国で、多くに従った後、表向き小さく無い国を加えた。

aatdasanr aattqaatb aaqtdasb dafaab fttdak
出入の蓄えが増えて、幾らか集まったやや小さな国がアアクトダ国となり、
長期間大変良い集まりだった。

ba aatdatqb daftb sdaumttz k aumb daftdaftb daftaak dapair
側は幾らか多くの生まれた人で、自立国の指導者が集める事となった。
後に人々は次々と貧しい人となり、貧しい幾らかの後、多くの助けがあった。


